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ご
挨
拶

全
国
高
等
学
校
国
語
教
育
研
究
連
合
会
会
長

（東
京
都
立
広
尾
高
等
学
校
長
）

佐

藤

　

和

彦

先
生
方
、
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
全
国
高
等
学
校
国
語
教
育
研
究
連
合
会
、
会
長
の

佐
藤
和
彦
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
度
も
引
き
続
き
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
を
い
た
し

ま
す
。
大
会
の
開
会
に
あ
た
り
、
ま
ず
は
七
月
の
九
州
北
部
豪
雨
で
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
々
に
、

お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
早
期
の
復
興
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
「
国
語
教
師
の
ア
ク
テ
ィ
ブ

・
ラ
ー
ニ
ン
グ
ー
主
体
的

・
対
話
的
で
深
い
学
び

の
実
現
」
を
主
題
に
、
全
国
高
等
学
校
国
語
教
育
研
究
連
合
会
第
五
十
回
研
究
大
会
兵
庫

大
会
を
、
兵
庫
県
高
等
学
校
教
育
研
究
会
国
語
部
会
七
十
周
年
記
念
秋
季
研
究
協
議
会
を

兼
ね
ま
し
て
、
本
日
よ
り
、
神
戸
市
を
中
心
に
開
催
い
た
し
ま
す
。
本
会
主
催
の
研
究
大

会
が
、
大
き
な
節
目
と
な
る
半
世
紀
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
も
、
「
一
人
の
成

果
を
す
べ
て
の
成
果
に
」
と
い
う
本
会
が
掲
げ
る
指
針
の
も
と
、
全
国
の
先
生
方
が
、
そ

の
授
業
実
践
や
研
究
成
果
を
、
脈
々
と
引
き
継
が
れ
て
き
た
賜
物
で
あ
る
と
感
謝
い
た
し

ま
す
。
そ
し
て
、
今
大
会
の
開
催
に
当
た
り
、
兵
庫
県
立
加
古
川
西
高
等
学
校
の
浅
井
憲

一
校
長
先
生
を
中
心
と
し
た
、
兵
庫
県
高
等
学
校
教
育
研
究
会
国
語
部
会
、
そ
し
て
、
兵

庫
県
立
長
田
高
等
学
校
の
小
山
智
久
校
長
先
生
を
中
心
と
し
た
、兵
庫
大
会
実
行
委
員
会
、

そ
れ
ぞ
れ
の
先
生
方
の
御
尽
力
に
対
し
ま
し
て
も
、
心
よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
重

ね
て
、兵
庫
県
で
の
十
二
年
ぶ
り
五
回
目
と
な
る
研
究
大
会
開
催
の
決
定
に
際
し
ま
し
て
、

お
骨
折
り
を
い
た
だ
き
ま
し
た
、
秋
田
久
子
先
生
、
赤
松
久
美
子
先
生
に
も
、
こ
の
場
を

お
借
り
し
て
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
大
会
も
、
実
行
委
員
会
の
先
生
方
の
お
力
の
結
集
に
よ
り
、
内
容
の
充
実
が
実
感
で

き
ま
す
。
総
会
の
後
に
は
、
文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育
局
視
学
官
の
大
滝

一
登
先
生
よ

り
、
御
講
話
を
い
た
だ
き
ま
す
。
現
在
も
作
業
が
進
行
し
て
い
る
、
高
等
学
校
国
語
科
の

学
習
指
導
要
領
の
改
訂
に
関
す
る
お
話
も
、
お
伺
い
で
き
る
と
思
わ
れ
、
二
〇
三
〇
年
以

降
を
見
据
え
た
、
国
語
科
教
育
の
確
か
な
指
標
に
な
る
も
の
と
期
待
い
た
し
ま
す
。
記
念

講
演
で
は
、
落
語
家
の
桂
米
国
治
先
生
に
、
「
父
、
米
朝
を
語
る
」
と
い
う
演
題
で
、
お

話
を
い
た
だ
き
ま
す
。
上
方
が
育
ん
だ
伝
統
や
文
化
に
つ
い
て
の
我
々
参
加
者
の
理
解
も
、

一
層
深
ま
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
分
科
会
で
は
、
五
人
の
先
生
方
を
講
師
に
お
迎
え
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
御
専
門
を
踏
ま
え
た
お
話
を
頂
戴
し
た
り
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
参
加
者
が

研
鑽
を
深
め
た
り
す
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。
明
日
の
午
前
は
、
分
散
会
と

し
て
、
県
内
の
公
私
立
の
八
校
を
会
場
に
、
公
開
授
業
と
研
究
発
表

・
研
究
協
議
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
午
後
に
は
、
兵
庫
文
学
の
縁
の
地
を
巡
検
す
る
研
修
も
用
意

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
我
が
国
の
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
し
て
の
文
学
作
品
の
意
義
や
価
値

に
つ
い
て
、
再
認
識
す
る
機
会
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

さ
て
、
本
年
の
三
月
に
告
示
さ
れ
た
小
学
校
と
中
学
校
の
学
習
指
導
要
領
の
国
語
科
で

は
、
育
成
す
べ
き
資
質

・
能
力
を

「
国
語
で
正
確
に
理
解
し
適
切
に
表
現
す
る
能
力
」
と

規
定
し
、
「知
識
及
び
技
能
」
、
「思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等
」
、
「学
び
に
向
か
う
力
、

人
間
性
等
」
の
三
つ
の
柱
で
整
理
し
て
い
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
資
質

・
能
力
を
育
成
す
る

た
め
に
は
、
生
徒
が

「言
葉
に
よ
る
見
方

・
考
え
方
」
を
働
か
せ
る
こ
と
の
必
要
性
も
示

し
て
い
ま
す
。
こ
の

「言
葉
に
よ
る
見
方

・
考
え
方
」
と
は
、
国
語
科
の
教
科
の
特
質
に

応
じ
た

「見
方
・考
え
方
」
で
も
あ
り
ま
す
。
今
大
会
の
主
題
に
も
あ
り
ま
す
、
ア
ク
テ
ィ

ブ

・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
視
点
を
持

っ
た
、
「深
い
学
び
」
の
実
現
に
は
不
可
欠
な
も
の
で
す
。

今
大
会
が
目
指
す
も
の
は
、
そ
の

「
深
い
学
び
」
を
は
じ
め
、
「主
体
的
な
学
び
」
や

「対

話
的
な
学
び
」
な
ど
を
通
し
て
、
学
び
の
質
を
高
め
る
授
業
改
善
で
す
。
全
国
か
ら
多
数

お
集
ま
り
い
た
だ
い
た
先
生
方
の
、明
日
か
ら
の
指
導
と
評
価
の
改
善
に
資
す
る
こ
と
を
、

切
に
願

っ
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
文
部
科
学
省
、
兵
庫
県
教
育
委
員
会
、
神
戸
市
教
育
委
員
会
、

兵
庫
県
私
立
中
学
高
等
学
校
連
合
会
、
兵
庫
県
立
学
校
長
協
会
、
兵
庫
県
市
立
高
等
学
校

長
会
、
兵
庫
県
学
校
厚
生
会
を
は
じ
め
、
多
く
の
皆
さ
ま
方
か
ら
、
今
大
会

へ
の
御
支
援

を
賜
り
ま
し
た
こ
と
に
、
衷
心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
し
て
、
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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